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みどりの大使が行く！　未来の森を育てる

3 「森の国・木の街」の実現に向けて〜木でつなぐ、森と街、今と未来〜特 集

https://www.contactus.maff.go.jp/rinya/form/kouhou/202511.html
ウェブアンケートにご協力をお願いします！

緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰令和7年

過去の受賞者については林野庁ウェブサイトをご覧ください。
https://www.rinya.maff.go.jp/j/sanson_ryokka/hyosyo/index.html

　同団体は、地域の森林保全と水源涵養を目的に昭和30年に設立され、市内にある横川山の1,750haの山林で植樹
や保育活動を継続してきました。
　横川山は江戸時代末期から地域の薪炭林として活用されていましたが、戦前から戦中にかけて過度な伐採による荒
廃が進んでいました。同団体の活動により豊かな森林が再生され、平成７年には水を仲立ちとして森林と人との理想
的な関係がつくられている森として「水源の森百選」に認定されています。
　また、山火事防止と森林保全を入山者に呼びかける伝統行事「野

の
火
び

番
ばん

」の実施、小中学校を対象とした森林教室など
を通じて、地域の人々の緑化意識の醸成にも貢献しています。
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横川山運営委員会の皆さん 植樹作業 下刈りによる保育作業
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　緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰とは、緑化推進運動の実施について、顕著な功績のあった個人又は団
体に対し、内閣総理大臣が表彰を行うものです。
　令和７年は13の個人・団体が受賞されました。本誌では毎号、受賞者の方々をご紹介します。
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